
学生とともにつくる受刑者・在院者芸術作品展（仮称） 

― 企画段階からの学生参画による「共創型広報」の取組 ― 

 

１ 実施日・実施場所 

  本年３月２０日(金)-２１日（土） 

  札幌駅地下歩行空間 

 

２ 概要 

北海道矯正管区では、例年 3 月頃、札幌駅地下歩行空間において、受刑者や在院者が制

作した芸術作品を紹介する展示を開催しています。 

本展示は、作品や制作に込められた思い、展示パネル等を通じて、矯正行政への理解を

深めていただくことを目的としています。 

 

３ 学生参画の趣旨 

今回の展示では、来場者や若者の視点に立った広報を検討するため、大学生ボランティ

アに企画段階から参画していただいています。大学生には企画立案のメンバーとしてア

イデアを出してもらい、その内容を北海道矯正管区が整理・検討したうえで、採用の可否

や具体的な実施方法を決定します。 

 

４ 実施を検討している学生発案の内容 

（１）フォトスポットの設置 

展示を「見るだけ」で終わらせず、来場の記憶として残る体験とするため、写真撮影

が可能なフォトスポットを設置予定です。SNS との連動も視野に入れています。 

（２）プロモーションビデオの制作 

作品や制作の背景、展示の趣旨を伝える短編映像を制作し、会場内での上映やオンラ

インでの発信を想定しています。 

（３）職業指導・刑務作業体験 

職業指導や刑務作業の一端を、簡易的な体験として紹介し矯正行政への理解を深め

る取組を検討しています。 

 

５ 参加している大学生について 

北海道科学大学から３名、札幌国際大学から４名が参加 

学生ボランティアに関する取材については、大学側は了承済み、学生本人の意向により

対応可 
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